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HIDIC V90/50処理装置
Process ControIComputer HIDIC V90/50

近年,制御用計算機はシステムが大規模化し,より大_ら主グ)情報を高度のアルゴリ

ズムのもとで高速に処理し,その結果をリアルタイムで制御に使用する,より高度

なシステムが要求されつつある｡これにこたえる[l立新制御用計算機としてHIDIC

V90/50を開発した｡

H-V90は32ビットマシン構成,機能分散形マルチプロセ､ノサ構成及びシリア/しル

ーブⅠ/0バスにより高遠島応答性と柔軟性を付加し,5f貨パイプライン方式により

高速命令実行を実現した｡二れらの構成,件能を高イ三相度かつコンパクトに実現す

るため,サバイバル(生き残り)思想に湛づくRAS技術,セラミックモジュ【ルや高

効率j令却システムを開発した｡

ll 緒 言

f別御用計算機市場は省エネルギー,省ノJ化投資を′受けて,

急速に成長しつつあり,この間,日石二制御用計筒機HIDIC

80シリーズは多くのユーザーから肋言を得て改良を重jd,既

に2,0007∠‡に及ぶシステムを納入するに至った｡Lかし,最近

はシステムが大規模化し,より大量の情報を高度なアルゴリ

ズムのもとで高速に処理し,その結果をリアルタイムで制御

に使用する,より高度なシステムへの要‾求が強まってきた｡

すなわち,HIDIC80シリーーズを通じて確立してきた制御用と

しての基本条件1)である高速応答性,高イ吉相件,システム構

築容易性,拡張性及びシステム維持･増設の容易性をそのま

ま損なわずに,大量情報の高速処理を実現する必要がある｡

一カー,半導体技術の急足な進歩によりICの集積度は飛王曜的に

向__卜しており,大容量主メモリの構成を容易にし,32ビット

マシンのパーフォーマンス/コストを16ビットマシンに比べ

大幅に向上させ,更に,高件能,低価棉のマイクロコンピ

ュータの出現は,従来のCPU(中央処理装置)の処理中心思想

を変え,Ⅰ/0(入出力装置)側へ処理を分散していく方向にある｡

以_Lの市場と技術動向を受けて,32ビット日立新制御用計

算機HIDIC V90/50(以下,H-V90と略す｡)を開発した｡H一V

90は新アーキテクチャと最新技術の導人により大量情報の高

速処理を可能とし,かつHIDIC80シリMズにより確二､とした;別

号卸用システム条件の継承,発展を図った｡

呵 H-V90システム開発のねらい

H-V90システム開発に当たり,以‾Fの項目を重ノたとした｡

(1)大量情報の処理が可能な32ビットマシン

制御システムの高度化,精解化に伴い,大量情報の処理が

不可欠となってきた｡これにかんがみH-V90は32ビ＼ソトマシ

ンとして,大谷量主メモリ実装を可能とし,高速なファイル

転送やファイル管理の強化を図る｡

(2)高応答性,高処理惟を実現するマルチプロセッサアーキ

テクチャ

複数個のプロセッサで1子iのCPUを構成し,各プロセッサ

の+と列動作により高応答性と高処理性を実現する｡更に多様

なシステムニーズに応ずる多種最適プロセッサの接続を可能

とする｡
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(3)バーチャルシステムアーキテクチャによるソフトウェア

勺1産効率の向上

こ別御用計算機システムのニーズが増大するにつれ,システ

ムに不可欠なソフトウェアの生産効率が重要となってきた｡

そこで,ハードウェアの制約を意識させない技術,すなわち

バーチャル(仮想化)を徹底し,ソフトウェア作成を容易にする｡

(4)シリアルループⅠ/0バスによるシステムコストの低i城と

柔軟性ク)rFり上

各Ⅰ/0へマイクロコンビュ【タを実装L,マイクロコンビ

ューータとCPUとをシリアルルーフバスで結でナし,Ⅰ/0制御ハ

ードウェアの共通化によるコスト低減,及びマイクロコンヒ

ュ【タの柔軟性により,多種多様のⅠ/0を容易に接続可能と

する｡

(5)マルチコンピュータシステム,ネットワークシステムへ

の谷易な拡張

制御用計算機にとって,マルチコンピュータシステムによ

る高信綿化,及びネットワ【ク機能による他システムと結合

したシステムト】タル化は欠かせない機能であり,既にHIDIC

80シリ"ズで実績のあるこれら技術を継承し,発な姜させる-)

(6)泣所の半導体技術と実装技術により小形,高密度実装を

実現,及び将来にわたって,最新技術の導入が容易なア【キ

テクチャ｡

具体的にはマルチプロセッサに分割した構成によりLSI化

を容易にし,シリアルル【プバスヘの光伝送のさ導入を図り,

ニ将来の大竜チーター去送を可能とした｡

田 システム構成

図1にH--V90シングルコンビュ一肌タシステムの外観を,図

2にシステムのイ溝成を示す｡

H一V90は機能分散形マルチプロセッサ構成とし,これらプ

ロセッサをシステムバスで主メモリのMCU(メモリコントロ

ールユニット)に結合した｡システムバスは各々32ビットのア

ドレス,データバスにより主メモリと24Mバイト/秒の高速転

送能力を与え,かつプロセッサ間の交信を可能とした｡各プ

ロセッサは従来のCPUの基本機能を命令実行,ファイル音別御,

一般人出力制御,RAS(Reliability,Availability,Service-
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図l 川DIC V90/50の外観 高さl′550mmの標準筐体3面の左から処

理装置,フロッピーディスク,磁気テープ装置を実業Lている｡

ability)機能サポートに分け,各々,JOIiP(Job Processor),

FCP(File ControIProcessor)､IOP りnput Output Pro-

cessor),SVP(Service Processor)に機能分散した｡JOBP

は32ビット命令体系としOS(Operating System),アプリケ

ーションフ+ログラムを`実行する｡SVPはH-08Lを核に､フロ

ッピー1ディスクとコンソールCRT(Cathode
Ray Tube)から成

1),コンソール人出力や各椎RAS機能をサポートする｡以

卜の端本プロセッサ以外に,各梓i寅算フロセリサrベクトル

MAX

8Mバイト

8和学rY

MGU

RAS支援

(彰
□ ⊂コ CR芋′

JO8P

満算,画像処理,微枯分など)及びフロントエンドプロセッサ群

(通信,チータウェイ,インタフェース変換など)をシステム

バスに接続できる構成とした｡このようなマルチプロセッサ

構成により,複数プロセッサの同時処理による処理能力のド】j

上,多椎多様なブロセ､ノサの接名流による多様なシステムニ【

ズへの対hしを可能とした｡

入出ブJ装置群のCPUへの接続は高速転送を要するファイル

記憶装帯(i滋与ミディスク,ヰ滋乞毛テープなど)はFCPへ接続し,

低中速Ⅰ/0はシリアルルーープバスを経由してIOPへ接続する｡

FCP,IOPはCPUに複数台内蔵を可能とし,システムに九日じ

た人山ノJ能ブJを付加できる｡

シリアルルーブバスは,人出力情報をビットシリアルにイ去

送する入r11カバスであり,2対の光又はペア線でⅠ/0機器間

とIOPをルーーフ‾二状に結合する｡本ルーブバスによりケーブル

放び‾1‾二事宮守を帆i成するとともに,各Ⅰ/0機器制をペア線で故

人100m圭で離すことができるので,各機器のレイアウト上の

r別約を大帖に緩和できる｡

ルーフバスに接続する各Ⅰ/0にはマイクロコンピュータを

内蔵し,CPUから見た制御フロトコルやデータコードの統一

を阿り,ソフトウェアフログラムの負担をi域らすとともに,

マイクロコンヒュ一夕のソフトウェアの変更で多椎Ⅰ/0を谷

幼にルーフバスへ接続可能とLた亡)Ⅰ/0側への制御の分散に

より,CPUの処理負荷を仏滅し,Ⅰ/0制御ハードウェアのシ

ステムi｢こ三体への実装不要化によl),Fた体面数を約20%減らLた｡

マルチコンヒュ【タ,ネットワークシステムは従来HIDIC

80シリース､グ‾)鵜本構成を踏襲した｡図3にその構成を示す｡

マルチコンヒュータンステムは最大8千丁のCPU間に二重化さ

小

レ

iOP

F‡ヒE､

各種プロセッサ

シリアルル…7q10バス

T W CRT P10

各種10

(マイクロコンピュータ内蔵)

L P

Al_O

D10

注:略語説明 MCU(メモリ制御ユニット),SVP(サービスフロセッサ),+OBP(ジョフプロセッサ),FCP(ファイル制御プロセッサ),10P(入出力制御プロセッサ),

CRT(ディスプレイ装置),F】LE(ファイル装置),T W(タイプライタ),P10(プロセス入出力装置),L､P(ラインプリンタ),

A10(アナログ入出力モジュール),D‡0(ディジタル入出力モジュール),RAS(リライアビリテイ,アベイラビリティ,サーピサビリテイ)

図2 H旧IC V90/50システム構成 システムバスと大容量主メモリを中心に,複数,多種プロセッサから成る機能分散マルチプロセッサ構成の処理装置

と.シリアルループけ0バスを特長としている｡
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共有メモリ

最大1Mバイト

ホート最大8台

GMP

H-V90 50

CPU

〔U▲W

P

H-V90 50

CP〕

D
W

P

GMP

H-V90 50

CP]

D

W
P

GMP

注:略語説明

H V9050(HIDIC V9050)

GMP(グローバルメモリホート)

DWP(データフリーウェイ7‾ロセッサ)

MAC(マルチアクセスコントローラ)

DFW(チータフリーウェイ)

MST(マスタステーション)

lST(インテリジェントリモートステーション)

DP10(分散形プロセス入出力装置)
M T(磁気テープ装置)
C R(カードり=ダ)

CJC(通信制御装置)

FDISC(フロッビーチィスク)

MAC FLLE

‥0ループバス)

DP10 CRT T W M T

(ト0ループパス)

MST

lST

H-V90

システム

MST

光DFWルーフ

lST

HIDIC O8

システム

lST

H‖〕】C80

システム

MST

C R

】ST

HIDIC80 E

システム

+P CLC

汎用計算機

FDISC

図3 HIDIC V90/50マルチコンピュータシステム グローバルメモリと入出力共軌/0ループバスにより,最大8台のマルチコンピュータシステムを構

成し,更にデータフリーウェイ,通信制御によりネットワークヘ展開が可能である｡

れた共有メモリを配し,各CPUは主メモリと同一方法でアク

セスできる｡共有メモリには各CPU間の′乏稚Lデータ,シス

テム構成情報などを記憶させる｡入出力装置の‾Jlこ用は,フ1フ

ィル装置はマルチアクセスコントローラをr勺機L,CPU桝グ)

共有アクセスを可能とし,一般Ⅰ/0はシリアルルーフバスト

で共有可能とした｡すなわち,向--･ルーーフバス__lニグ)あるⅠ/0

はCPU-Aと,あるⅠ/0はCPU-Bと転送を叶能と した｡,ネッ

トワ【クシステムへのJ建関はHIDIC 80シリーズー♂)分散制御の

技術2),3)をベースに,梢内は光又は同軸のデータウェイ,構外

は過イ言制御装置+妾続の電話回線や専川Ⅰ_ロl線を接続するり な才i､

チータウェイのプロトコル,イ ンタフェースは従来のHIDIC

80シリ【ズとl司一とし,HIDIC 80シリーズシステムとの接続

を容易とした｡

田 CPU

4.1主メモリ制御

図4に主メモリ制御とJOBPc7)構成をホすぐJ_Lメモリは64

kビットNMOS(NチャネルMeta10Ⅹide Semiconductor)素子

により最大8Mバイトまで実装可能とした〔,大谷這主メモリ

により従来の主メモリー高速織肋記憶一大谷一旨tディスクの3

fjび皆のメモリ構成から高速補助記憶の必要性を減じ,主メモ

リく→外部記憶間の転送頻度を減らすことにより,システム能

力の著しい改善が期待される｡二主メモリアクセスは500ナノ秒/

8バイト,4ウェイインタり【ブによリンステムバス転送速度

24Mバイト/秒と協調を一文トンた‥ セノモり了糾御には佃愁記怯制

御機肺を収り入れた｡似恕記憶制御のねノノいは,プログラム

の設一汁,改造及び変‾如を谷易にすることにある｡f†丈愁記憶制

御に2レヘルへ-一ンング方式のアドレス変換機瞞を朋いたか,

アドレス′変枚による処群過れをドガぐため,二のクラスのマシ

ンとLては防毒めて大きい1,024エントリ×2セットのTLB(ア

ドレス埜根バッファ)を設けたL)二の譲吉一果,TLBミスヒットの

件能肌‾卜は約0.4チゎと推二起され,アドレス変換による処坪巡

れ+士三軽視できる｡アドレス変換機構をセメモリF別御部にもつ

ことにより,各フロセッサはすべて論理アドレスで主メモリ

アクセスでき,仙l々のフロセソサごとグ〕アドレスフ変換を不要

と した｡

4.2 +OBP

4.2.1命令体系

H-V90命令体系に以下に述べるような特-kをもたせた｡

(1)バイト(8ビlソト),ワ【ド(16ビット),ロングワード(32

ビット),ビットストリングのテ【タが扱える｡f別御用計許機

が扱うデーータは_t業数他か多く,過川対象システムにより様

様なテ=タ語良を扱う必安かある｡

(2)砧納言占吾によるフログラム作成かはとんどであるため,

高級言語に過したJ古今群を設けた｡

(3)HIDIC80シリーズと親和件をもつように可換件サポート

命令をイ､川IJLた｡

(4)アドレスリーチは,ご杵釆のより大谷岩二‾-‾i三メモリをサホーー
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主 記 憶

アクセスタイム:500ns 8バイト

インタリーフ【:4ウェイ

メモリ制御ユニット

TLB

1,024エントリX2

アドレス
変換模構

シ ス テ ム バ ス

命令キャッシュ

16kバイト

lF

ジョフープロセッサ

OF

データキャッシュ

16kバイト

注:略語説明

TLB(アドレス変換バッファ)

lF(命令取出し)

D(命令解読)

A(オペランドアドレス計算)

OF(オペランド取出し)

E(命令実行)

区14 HIDIC V90/50処理装置ハードウェア構成 メモリ制御ユニッ

トに大審ITJBを備え.ジョブプロセッサには5段パイプラインと,命令及び

データキャッシュの分離構造を採用Lた｡

卜できるように32ビットとした｡

H-V90の命令言吉敷はユー十デーの便J召可能な基本命令-で260個

をもち.同一処理に要する命令･言吾ステップ数はHIDIC 80シリ

ーズの約50%に低減した｡一方,HIDIC80シリーズの命令語

群は,約90%以上H-V90に自動変換可能な親和件を付加し

た｡

4.2.2 命令語高速実行

主メモリの増大につれ,扱う仕事量は確実に増えるため,

高速命令実行は不可欠である｡高速化手段としては,高速素

子の使用,並列処理などの論理構成の工夫の二つのアプロー

チがあるが,主としてコスト面から後者の■方法とし,高度な

並列処理を導入し,加算200ナノ秒以下,平均命令実行2

MIPS(MegaInstruction Per Second:100万回/秒)以上を

目標とした｡この実現のため,図4に示す5段パイプライン

構造を導入した｡すなわち,1個の命令の実行をIF(命令取

出し),D(命令解読),A(オペランドアドレス計算),OF(オ

ペランド取出し),E(命令実行)の5段階に分け,各々を並列

に動作可能とした｡更に1個の命令語のもつ複数個のメモリ

オペランドもオペランド間のパイプライン制御により並列処

理した｡国5にパイプラインによる並列処理の様子を示す｡

この結果,各ステージを167ナノ秒で動作させ,加算時間167

ナノ秒を実現した｡
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表I HIDIC V90/50処‡里装置仕様 多種命令,高速演算,大容l主メ

モリ及び各種プロセッサの接続を可能としている｡

No. 分顆 項 目 仕 様

l

命

令

基 本 命 令 数 260

命 令 語 長 l～38ノヾイト

10 進 演 算 オフ0ション

関 数 演 算 オプション

2

テ

】

タ

形

式

2 進固定小数点デー タ 8/16/32/64ビット

さ手 動 小 数 点 デ
ー タ 3Z/64ビット(lEEEフォーマット準拠)

】0 進 デ ー タ l--16バイト

文 字 列 デ ー タ l､256′ヾイト

ビ ッ ト 列 デ
ー

タ l､32ビット

3

演

算

制

御

ア ド レ ス 計 算 方 式 36種

ア ド レ ス 単 位 バイト,ワード.ロングワード

汎 用 レ ジ ス タ 数 32ビット×16本

イ ンテ7ックス レジスタ数 16(汎用レジスタイ吏用)

ノく
一

ス レ ジ ス タ 数 16(汎用レジスタ使用)

4

)寅

算

速

度

固定小数点加算(32ビット) 0.167〝S(R-R).D.167/ノS(M-R)

固定小数点乗算(32ピッ.卜) 0.835〃S(R-R),0.835/∠S(M-R)

固定小数点乗算 =6ビット) 0.500JJS(R-R),0.5DO/JS(M-R)

浮動小数点加算(32ビット) 0.500〝S(R-R),0.500/一S(M-R)

浮動小数点乗算(32ビット) 0.667JJS(R-R),0.667/′S(M-R)

5 割込 害り 込 レ ベ ル 内部6,外部2

6

主

言己

憶

制

御

ア ド レ ス 変 換 方 式 セグメント･ページ方式

最大論王里アド レス空間 4G/ヾイト

ペ ー ジ 単 位 2kノヾイト

ノヾッファ記憶

容 量
3Zk′ヾイト

(命二令16kバイト,データ柑kバイト)

サイ ク ルタ イ ム 0.167〝S

主 記 憶

最 大 実 装 容 量 4Mバイト/8M′ヾイト

実 装 単 位 引2k/lMノヾイト

アクセスデータ幅 64ビット

イ ン タ ーリ
ー

ー7 4ウェイ

サイ ク ルタ イ ム 0.500/′S/8バイト

7

諸
機

能

lPし 標 準

タ イ マ 標 準

記 憶 保 護 ページ･キー方式

8

′ヾシ

ニス

テ
スム

】妻 続 プ ロ セ ッ サ 数 最大7/最大12

転 送 速 度 最大24Mバイト/秒

9

名-

種

フD

仁】

セ

ツ

サ

巨FP

関 数 種 顆 sLn,COS,tan-l,EXP,+OG,ノ′‾,tanh

演 算 速 度 Sln 約8′JS

SVP

接 続 C R T l.9ZO字/画面

接講読フ ロ ッ ピー 985k/ヾイト(両面倍密度)

10P

接 未完 ル
ー プ 最大2

最大デバイ ス数 32/ルーフロ

転 送 速 度 最大200kバイト/秒

FCP

接続デバイ ス数 最大8

転 送 速 度 最大l.3Mバイト//秒

注:略語説明IEEE(米国電気電子学会)

lPL(イニシャルプログラムローダ)

EFP(エレメンタリ ファンクション プロセッサ)

しかし,パイプライ ンをスムーズに動作させるためには,

パイプラインヘのデータ供給が重要となる｡パイプラインが

必要とするデータは命令語とオペランドデータであり,これ

らの競合を避けるため命令語用とオペランド用のデータ供綺

口を別々に設けた.｡更に,システムバスとパイプラインの協

調を図るため,各供給ロにキャッシュメモリを設けた(図4参

照)｡本方式は,このクラスのマシンでは他に例を見ない特長

である｡キャッシュメモリ容量も,命令札 データ用各々に

16kバイトと大容量をもつことにより,シミュレーションの結

果,命令1kステップ走行で累積キャッシュヒット率90%以上
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時 間

(マシンサイクル)

命 令 Ⅰ

(1メモリオペランド)

命 令lI

(2メモリオペランド)

命 令111

(2メモリオペランド)

命 令 Ⅳ

(1メモリオペランド)

lF OF

lFt D】 A】 OFl

lF2 D2 A2 OFJ

lFl DI Al OF】

lF2 D2 A2 OFソ

)

)

オペランド間

′くイプライン

オペランド間
パイプライン

JF OF

が得られた｡演算系には高速LSIを導入し,/1三乗機と同視校

のハーード量で脚注三,浮動小数点演算ノ件能の人幅1｢り卜を図り,

【二l標惟能を実二呪した｡

表1に演算件能を含むCPUc7)仕様をホす(,

8 高信頼化技術

制御用計算機はオンラインリアルタイム制御に使用するた

め,高信根性は悔めて重要である｡つ 最近の/t二米機の故障例を

みると,スクリーニング技術の進歩により枚障総件数は大幅

にf域少しているが,間欠放障♂)比率は増大している｡

そこで,H-V90ではたとえ間欠故障が発生しても,システ

ムにとって故障とさせない,すなわちシステムは二最後まで生

き残るよう頑張るSurvivability(サバイパピりティ)機能にブJ

を注いだ(図6参照)｡共体的には,放l埠に対し可能な限りの

fヰ試行を行ない,それでも1放えない場†ナは,システム的に部

分切離Lを行なう｡舟試行をご左仝かつ確実に行なうためには,

放障を波及させない局所化が貴賓であり,必要かつ十分な箇

所に故障検出機能を配した｡ニグ)結果,Availability(稼動率)

のよりいっそうの向_Lが期待できる｡

永久故障に対しては枚障時の収集情報をもとに,速やかな

原因究明と復旧が重安である｡H【V90では利子卸用として糾め

てSVPをや入L,故障時の自動情報収集や各仲保守立援機能

を付加したので,故障から復lしほでの大幅な時間如縮が期待

できる｡

高仁摘i化を実現するためには各機器レベルでの高仁細化と

同時に,システム構成上の高イ三輪化も重要である｡H-V90で

命 令 間
パイプライン

図5 HIDIC V90/

50処理装置のパイプ

ライン制御 命令

及びオペランド間のパ

イプラインによる並列

動作の様子を示す｡

は,1子iのCPUか故障してもシステムか停+としないマルチコ

ンヒュ=タ構成を可能としている｡マルチコンビュー一夕構成

では共通部の仁摘妄一性が重要であり,複数CPUが共有するグロ

ーバルメモリの∴吏化,共有Ⅰ/0を制御するシリアルル【フ

バスグ)二重化を阿り,片方が故障しても機能が停止しないよ

うに配宙Lた｡夏子に,1fてのCPUの故障か他の系に波及しな

い系吼アイソレーションを強化する各椎チェ､ソク機構を付加

した｡

以_Lの機器,システムレベルからの高信柑化施策により,

制御用とLて,才1二束機以卜に高イ言束糾豊なシステムの実現が期

待できる｡

l司 高密度実装技術

H-V90は素子,プラグイン,芦≡体実装,電源の各階層で高

密度化をlメⅠった結果,実装春枝は従来16ビ､ソトマシンと同等

レベルに抑えJJれた｡

6.1素子技術

素十レベルでは,高遠回路にLS-T2L400ゲート,中速回路

にCMOS(Complementary MOS)1,600ゲートのセミカスタム

LSIをう導入するとともに,各フロセソサのコントロールメモ

リやデータバツ｢77メモリに,セラ ミ ックメモリモジュ【ル

をf凋発した｡

このメモリモジュールは,50.8mm角グ)セラミック一息板のr和

l白=二4kビットCMOSメモリICをで㌢計36佃‡拝載して,従来グ)

DIP(DualInline Package)タイプICに比べ4倍の実装密度を

得た｡図7にメモリモノュ【ルの外観を示す｡

-ここ､て

妥語義麺複轟鎗率重病享室豪攣蜜家毒轟…麺舞茸妻;て′主導肇軽重紫車重痍獲き蓑≦箋寒襲撃穣準垂葦毒孝義褒美

●主メモリのECCチェック

●アクセスキーによるメモリプロテクション

●主要レジスタのパリティチェック

●l.0インタフェースのCRCチェック

●10動作監視

●命令再実行

●10コマンド実行時の命令再実行

●伝送誤りに対する自動再送

●10,ファイルの障害に対する再実行

●障害部分の自動切離L

●障害情報自動収集

●リモート診断支援

●マイクロ診断

●ステージトレーサ
ほか

ほか はか

サービスプロセッサ

注:略語説明 RAS(Rel旧b川tY Av∂伯bl】叫Ser〉lCeab‥rtv)

ECC(Error Check∂rld Correct1011)

CRC(Cvcl】C RedundancY Check)

図6 HID】C V90システムのRAS機能 システムダウンのミニマム化を目指すRAS機能(Survivab山ty-RAS機能)の強化を図った｡
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国7 メモリモジュールの夕十観 50.8mm角のモジュール基板の両面を

使って,合計36個のCMOS RAM(Random Access Memory)チップキャリアを

搭載Lている｡

6.2 筐体実装

琵体実装決完三に当たって,次に述べるような目杷壬を才馴ヂた｢〕

(1)高額さ度,高発熱に対し良好な冷却か行られること｡

HIDIC80シリーズに比較して,H-V90は2倍以上グ〕発熱宮

度であり,+良好な冷却構造を得ることは装置仁純度上悔めて

市要である｡

(2)同一E2体内に各杵各様グ)装置がi比/f三実装されても,仰互

にi脊却の十捗がない二･と｡

(3)筐体からの髄洋,特に冷却梢フアンの騒七二を56dB/f筆体

以‾Fに抑えること｡

ファンユニット

板トンプ 丁
⊂)

の

の

冷却鳳

図8 ト=DIC V90/50処理装置の筐体構造 冷却風は,前面吸気.後

面排気として;走路長を最短とした｡

4S

41(】

Q

l′)

図9 電;原装置 従来電源の約÷の小形化を図った｡

以_L･のH標に対し,各稚冷却方式と構造検討を行なった結

果,総柄竹三に優れたfて㌻却フアンの強制空冷方式とし,冷却流

上略土主か細く,かつ一夫装各装置問の干渉かない特長をもつ構造

とした(匡18参只弔)｡すなわち,前曲からt吸気し,各装置ごと

にむつiて}却フアンにより筐体後面に排気する方式である｡

悩音に対しては,フアンメーカーの協力により,必要風量

を得ノブれる貴い氏願書のフアンを開発し導入した｡この結果,

発熱宮J空の卜井にもかかわらず,従来以下の帆騒音とイ氏溢度

上一汁が得られた.

6.3 電源装置

処理装置にi琵力を供給する直流電i牧装置として,5V,400

Aの大容量電i偵装置を開発Lた｡

このて忘i崎装置はスイッチング方式であり,従来HIDIC電i憤

グ〕約÷の′ト形化を阿るととい二,故障解析機能と10分間のバ

ツテリー一バ､ソクアップ電7憤装置(5V,60A)とのコンビネー

ション運転機能を装備した｡

図9に電撒装置の外観を示す｡

l田 結 言

HIDIC SOシり【ズの多数の納入実績と,その間の数多くの

ユーザーの指導を1モに,32ビ､ソトマシンの新アーキテクチャ

をもつ日立新制御用計算機HIDIC V90/50を開発した｡今後

とも,利子卸川計算機への期待と役割はますます大きくなると思

われ,HIDIC V90/50をHIDIC V90シリーズの中核マシンと

して,よりレパートリーの充実を図るとともに,半導体技術

クつ急速な進歩と市場の要求を迅速に取り入れ,よI)高性能,よ

り経1月的なシステムの実現に向けて‾努力したいと考える｡

終わりに,HIDIC V90/50開発に当たり種々有益な御指導,

御肋言をいただいたユーーザ【各イ正に対L,J享く御礼申しあげる｡
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